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事業結果説明書 

 

１．事業の実績 

（１）事業の実施日程 

 

 
事 業 項 目 

 

実    施    日    程 
 

 

4 月 

 

5 月 

 

6 月 

 

7 月 

 

8 月 

 

9 月 

 

10 月 

 

11 月 

 

12 月 

 

1 月 

 

2 月 

 

3 月 

･学生支援ｱﾄﾞﾊﾞｲ

ｻﾞｰ事業(随時) 

･教員就職対策講

座(随時) 

･ﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟ、ﾕｱ･ﾌ

ﾚﾝﾄﾞ、ｽｸｰﾙﾄﾗｲ事業

(随時) 

･教員養成機能充

実委員会（月 1 回

～2 回） 

・学部･附属学校運

営委員会（月 1 回） 

･教育学部･附属学

校連絡協議会 

（7/31,3/17） 

･教育実習支援委

員会（7/31,3/17） 

･教育実習連絡協

議会(8/5) 

･学びﾉｰﾄ教室ｻﾎﾟｰ

ﾀｰ事業(随時) 

･現職教員研修へ

の学生参加 

･履修ｶﾙﾃ(4 年次)

入力完了(7 月末） 

･教員ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ事

業(随時) 

･教育実践演習に

おける現地調査の

実施(随時) 

･秋田大学へ新課

程に関する調査出

張(11/18～11/19) 

･熊本県教育委員

会との教育連絡協

議会(11/28) 

･熊本県・市教育委

員会との諮問会議

設置の準備委員会 

･履修ｶﾙﾃ分析基礎

調査、分析 

･教育実践演習の

検証と評価 

･教員養成機能充

実ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ(第 2

弾)(12/7) 

･大学院生へのｱﾝｹ

ｰﾄ、集計、分析 
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･教員養成機能充

実ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ(第 2

弾)報告書作成 

･学習指導要領ｼﾝ

ﾎﾟｼﾞｳﾑ(第 4 弾) 

(3/1) 

･福井大学へ教職

大学院に関する調

査出張 

(3/14～3/15) 

･先導的取組支援

事業報告書作成 

･ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ報告書、

先導的支援事業報

告書を関係機関へ

配布 
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（２）事業の実績の説明 

平成２５年７月より事業を開始した。 

・ 学生支援アドバイザー事業 

期間を通じて、学生支援アドバイザー３人で随時行った。毎月１回最終の水曜日に

「学生支援アドバイザー会議」（構成メンバー：副学部長、就職・厚生委員長、教育

実習委員長、学生支援アドバイザー代表を開催し、連絡・調整等を行い、意思の疎通

と直面する問題等の検討を行った。 

      ・ 教員就職対策講座 

期間を通じて、厚生・就職委員会と学生支援アドバイザーで、毎週水曜日の４・５

講目を使い行った。教員採用試験（１次）が目前となる７月や２次試験対策の８月、

９月は学生の希望をいれ、土・日曜日を除いて毎日行った。 

      ・ フレンドシップ事業（７０人参加）、ユア・フレンド事業（１８３人参加）、スク

ールトライ事業（３９人参加）は期間を通じて随時行った。 

・ 教育学部内の委員会組織の整備 

「教員養成機能充実委員会」を本事業開始以降、４回開催した。「改組検討委員会」

との合同会議も含めると計１２回開催した。これによって教員養成機能充実のための

諸課題を検討・審議し、推進させることができた。 

        「学部・附属学校運営委員会」も毎月 1 回開催し、学部と附属学校園の諸問題を検

討、審議し、改善することができた。このほか、「教育学部・附属学校連絡協議会」

を２回開催（第１回７月３１日、第２回３月１７日）し、そこで安全委員会、教育実

習支援委員会、研究連携委員会、教育学部・附属学校連絡協議会、ＰＴＡ・後援会役

員を含めた附属学校園との懇談会を開催し、附属学校園の諸課題を検討するとともに

要望等を聞き、学部と附属学校の連携強化を図った。そこで、施設等の整備を学内に

伝え、小学校の体育館や給食室の改修等早急に実行されたものがある。その他も問題

点を共有することで今後の運営に生かせる連携つくりができた。  

      ・ 教育実習 

４年次の一般協力校の教育実習を、６月（一部９月）の熊本市小・中学校で行って

いるが、「熊本市小・中学校校長会との教育実習連絡協議会」（８月５日、１７名参

加）（熊本市にある諸大学を含む教育実習連絡協議会）と「熊本市小・中学校校長会

との教育実習運営協議会」（１１月２７日、２４名参加）（熊本大学教育学部単独）

を開催し、教育実習に関する問題点や要望等の意見交換を行った。それによって、実



習時期の変更や学校現場からの要望を踏まえての教育実習生への指導の強化を確認す

ることができた。 

・ 「学びノート教室サポート事業」（７月２８日から８月９日の間に、２４名参加）、

「現職教員研修への学生参加（養成と研修の融合）」、「教員インターンシップ事業」

（１０月～２月の間に、２４名参加）、「教育実践演習における現地調査」（１０月

～１１月の間に、２５０名参加）を実施した。特に、「教育実践演習における現地調

査」は熊本市教育委員会との連携で、熊本市の小・中学校の研究発表会に４年次の学

生が参加することができ、現場の研究発表会の内容、教員の取組等を見ることができ

て有意義であった。研究発表の当該校からも学生の熱心な参加態度に好印象を持って

いただき、今後とも持続していきたいと双方で確認して大変有意義な取組となった。 

・ 秋田大学への調査出張（１１月１８日～１９日、２名） 

  秋田大学へ調査出張を行い、就職率向上対策、教育委員会との連携、新課程・新学

科について意見交換を行い、本学の教員の資質能力向上策に寄与する貴重な情報を収

集することができた。 

・ 熊本市・熊本県の教育委員会との連携 

「熊本県教育委員会との教育連絡協議会」（１１月２８日、２６名参加）を開催し、

熊本県との意見交換、情報交換、要望等を行い、連携を深める事ができた。県・市の

教育委員会からは小・中・高の教員免許と特別支援学校の教員免許を両方取得してい

る学生の増加への要望が出され、教育学部でもカリキュラムの見直しが始まった。教

育学部からは教員採用試験の情報や展望、現役受験生への配慮等の要望を行った。ま

た、熊本県・市の教育委員会との諮問会議設置の準備委員会（１１月２９日開催、１

５名参加）も開催することができ、諮問会議設置に向け規則等の整備中である。 

なお、熊本市教育委員会とは、連携協力会議（５月１４日、２４名参加）を開催し、

意見交換、情報交換等を行った。 

      ・ 「教員養成機能シンポジウム（第２弾）～『地域密接型大学』における高度専門職

業人としての力量ある教員の養成戦略」（１２月７日、１３４参加）を開催した。そ

の際、参加者にアンケートを行った。シンポジウムの内容とアンケート集計結果につ

いては報告書を作成したのでそちらを参照されたい。 

・ 教職実践演習における「履修カルテにおける学生による自己評価結果の分析」と「教

職実践演習の実施報告」（「教職実践演習指導者用テキスト」「教職実践演習テキス

ト」を含む）、「大学院生へのアンケート」と「現職派遣大学院生への聞き取り調査」

を行い、『教員の資質能力向上に係る先導的取組支援事業報告書』にまとめた。詳細

はそちらを参照されたい。 

この「履修カルテ」の分析の中で、熊本大学の教育学部の教育実習に対する学生の

側からの自己評価の結果が見えてくる。熊本大学の積み上げ方式の教育実習が有効に

機能しているということが分析の結果見えてきた。課題としては、教育実習の体験を

積み上げるにしたがって、「幼児・児童及び生徒理解や学級経営」に課題を持つ学生

が小学校教員養成課程や中学校教員養成課程の学生に多いのが見て取れたことであ

る。小・中学校教員養成課程の学生で次に多い課題は、「教科の指導力」であった。

「特別支援学校教員養成課程」では、「教科の指導力」を課題とするのがトップで「幼

児・児童及び生徒理解や学級経営」が２番目であった。「養護教諭養成課程」では「社

会性や対人関係能力」を課題とするのがトップで「使命感や責任感、教育的愛情」が

２番目で、僅差で「教科の指導力」となっている。各課程で求める課題が違うのが分



かる。 

「大学院生へのアンケート」は今後の教職大学院設置への参考にしていきたい。教

育学研究科の院生は専門教科の学力の深まりを重視しつつ、大学院での教育実習を行

い実践と研究の融合を目指すことを多く希望している。大学院での教育実習の時期と

形態についてはこれらの意見を参考にしてよりよいものになるように検討を加えてい

きたい。 

「現職派遣教員の大学院生」への聞き取り調査で要望が強かったのは、昔書いた自

分の卒業論文や最近書いている学校現場の報告書の書き方と修士論文の書き方が違う

ので、修士論文の書き方の指導を早くからやってほしいこと。次に、同年代の院生仲

間がいないので研究やその他の相談に乗ってもらえるような制度として、現職派遣で

大学院を修了した人々との連絡・相談ができるような制度があると助かるという要望

が強かった。このような諸問題は聞き取り調査をしてみて初めて認識できたことであ

る。アンケート結果についても報告書を参照されたい。 

・ 学習指導要領シンポジウム（第４弾）「論理的思考力・表現力育成のためのカリキ

ュラム開発 ～教科間連携・幼小中連携を視野に入れて～」（３月１日、３４０名参

加）を開催し、地域の学校現場と附属学校園、教育学部教員、教育学部学生、教育学

研究科の大学院生が参加し、教科間連携・幼小中連携を視野に入れた「論理的思考力

・表現力育成のためのカリキュラム開発」に関する研究成果を発信することができた。

この報告書は次年度にまとめることになる。 

・ 福井大学への調査出張（３月１４日～１５日、２名） 

  福井大学へ教職大学院と履修カリキュラム等についての調査出張を行い、教員の資

質能力向上策に寄与する貴重な情報を得ることができた。 

 

 

 

 

 

 


